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１グループ

テーマ　「身寄りはあるけど、いっさいやらない（何も協力してくれない）というケース」　

がんで在宅の対応を考える

財産がある ・本人が「家族に知らせないでほしい」→身元保証人サービスなど紹介

財産がない

共有

・本人の希望や意向が話せるうちに、事あるときに今後のことを話すことが重
要

・がんで本人の判断能力があり、元気なうちに意向確認をする

・本人がしっかりしているうちに意思確認する（本人の意思を確認する）

・本人に情報提供し、本人の意向を確認する

・身内がいたらどんな関係性でも一報いれるべきである

・家族に本人の意向、病状状態をタイミングをみて報告・連絡する

　身内がいない場合には、早めに後見人、保証人をつける

・社協・行政にきく

（本人の意思をもとに行政へ相談）

・本人の意向を確認して、行政に相談する


